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平成１３年８月１１日 作詞・作曲夏のすぎゆき Sei

夏が過ぎるころ恋も終わって

渚の砂に足跡だけを残すだけさ

言葉にならない寂しさが

忍び寄って僕のこころに重くのしかかるよ

路傍に群れて咲いたサルビアの花よ

もいちど赤く燃えさかれ

この僕のなみだが乾くように

愛に包まれて夢を見たのに

何も言わないでなぜに君は去ったのか

いまも思い出すやさしい面影

君の微笑からどうしても抜け出せないよ

波に砕け散った夢の欠片よ

ふたたびここによみがえれ

あしたへの希望を照らすように

歩き始めよう元気を出して

一時の宴は記憶の外へ消えていい

たぐるすべのない時の流れに

悲しい事も全て呑み込んでゆけばいいさ

貝殻ひとつそっと渚に返して

新しい道へ踏み出そう

幸せは誰にも来ると信じて
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